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Ⅰ 運営全般 

 

１ 全体 

  平成１８年度の最大の出来事は前館長の逝去であった。その悲しみを乗り越え、円滑

な運営がなされるよう職員総体で奮闘した。同時に障害者自立支援法が１０月１日、本

格実施され内外ともに多忙を極めたが、利用者、職員ともに乗り越えてきた。 

  今年度の運営方針として「あり方検討会」による「高い工賃を得て地域生活を実現す

るために、今後の施設・事業体系の再編の動きを踏まえながら、福祉館の作業体制や作

業種目を抜本的に見直す」こととし、その目標のために製パン作業をメインにする方向

性が確認された。このためパン工房を移設し、増産体制の基本を整えた。これに伴い作

業の見直しも図ってきた。年度最終の３月の給与では、最高の利用者で目標としてきた

５万円を確保することが出来た。 

  法人第３次プロジェクトにより新通所事業所の計画、実行が確認された。この中心と

なる、ほのぼのグループが生活介護事業へ移行する模索が始まった。 

  障害者自立支援法に伴う１割負担は紆余曲折を経て、当初より低く抑えられた。さま

ざまな運動の成果であるだろう。一方、東京都においては扶養年金制度の廃止など福祉

全体が大きく揺れた年度でもあった。そういう状況であっても揺らぐことなく、これか

らも前を向いて進んでいこう。 

 

 ２ 利用者状況 

① 病気等による長欠、健康関係 

かねてより病気療養で入院していたＦさんが、６月５日逝去された。また、肺炎

等による入院が２名、体調不良による長期欠席が１名おり、高齢化重度化に伴う日

頃からの健康管理の重要性と家族との情報交換や連携の必要性を強く感じた。 

 

② 通所等でのトラブル ＧＨ職員との連携の必要性 

ＧＨ利用者がイトーヨーカドーで店員に暴力をふるったり、レンタルビデオ店で

暴れてしまったりした。いずれも福祉館の活動中の出来事ではないが、ＧＨ職員と

連携をとり大事にはいたらなかった。今後も今まで以上にＧＨ職員との連携が望ま

れる。 

 

 ３ 授産事業 

① 収入実績 

１１，４００，０８６円（前年度１０，５３２，２２２円・前年比１０８．２％） 

② 支払い工賃 

     ７，５８２，１１１円（前年度７，０５９，６６１円・前年比１０７．４％） 



Ⅱ 利用者支援 

 

 １ ほのぼのグループ 

  本年度は、授産グループから、男性利用者２名が加わりスタートした。６月に女性利

用者１名の方が、病気で亡くなられた。７月末には、女性利用者が１人家庭の事情で他

施設へ移動の為、退所した。 

  利用者が高齢化してきているのにともない、体力の低下や体調を崩しやすくなってき

ているので、今後も健康面に留意していきたい。 

 

（１） 健康・機能維持訓練 

 運動確保のために、天候を考慮しながら散歩を行った。また、機能訓練が必要な利用

者には、ほぼ毎日機能訓練を行った。 

 

（２） 作業活動 

・さをり売上  １５０，３７５円 

 

 ●さをりは、対象者のペースに合わせ進めることができた。 

 ・織り上がった作品・加工品は、主に手織適塾主催の作品展に出展した。 

５／３１～６／６ 銀座松坂屋さをりフェスタ２００６ 

７／４～７／１５ 第１回夏・無心に織る展 

 ・「下町や」は６・８・１０・１１・２月の５回納品した。 

 

（３） 創作活動 

主にクッキングを中心に、利用者に道具を持ってかき混ぜるなどできるメニューを選

び、実施した。 

４月 あんこもち １１月 たこ焼き 

５月 バナナロール １２月 蒸しパン 

６月 だんご  １月 かまもち 

７月 クッキング  ２月 マーブルチーズブラウニー 

８月 さつまいものきんつば  ３月 あんロール 

１０月 牛乳寒   

 

 

（４） 音楽活動 

 １人ひとりが、講師に対してアピールをしたり、講師の奏でる音楽をよく聴き楽器を

鳴らすことができた。 



（５） 行事 

５月 菖蒲観賞（水元公園） 

７月 ピクニック組（江戸川総合レクリエーション公園） 

８月 映画鑑賞（アリオ亀有） 

１０月 社会科見学（日本科学未来館） 

 ２月 イチゴ狩り（市原水耕組合・安藤いちご園） 

 

 

 ２ 授産グループ 

  今年度は授産グループのパンチーム・軽作業チームとして、利用者職員共にローテ

ーションを組むなど協力しながら授産活動を展開してきた。 

  今年度の最大事業は１２月にパン設備の拡充を図ったことである。パンの本格的活

動に向けての準備段階の年であったと言えるが、並行して軽作業チームも特に縮小せ

ず活動してきた。利用者の働く意欲を引き出すため、様々な作業に従事してもらうこ

とで、各自の作業の幅が広がり、また作業能力も少しずつ上がってきている。 

 

（１）【パンチーム】 

  パン作業事業拡大のため、１２月に大型パン製造機器を導入し、大量生産が可能に

なった。それに伴い新たな製法を利用者と職員が習得するために、外部からパン技術

者を招いた。注文販売をやめ、新たな販売先としてグループホームのブランチ用パン

のパック販売、キッチンキスでの販売を始め年度末であったが売上を伸ばすことが出

来た。また、利用者が自分の仕事に責任感や充実感を持てるよう、出来るだけ多くの

作業工程を利用者主導で行えるよう支援した。 

  衛生面では、定期清掃、手洗いと靴の履き替え、白衣、爪、健康状態の毎朝のチェ

ックなどを行い事故防止の対策を徹底した。 

 

売り上げ実績＝５，１８１，７４１円  （目標 ４００万円） 

 

 （２）【軽作業チーム】 

   今年度は昨年と変わらず積極的に受注し、新たな作業にも取り組んできた。売上が

減少した受注先もあるが大幅な減少は免れた。その結果作業の幅が広がり、利用者の

意欲や作業能力も上がってきている。 

 

売り上げ実績＝６，０６７，９７０円  （目標 ５０７万円） 

 

◆受託作業実績＝４，６４９，０８９円 （目標 ３７８万円） 



         内訳  シラコ物流 ２，２３２，１８４円 

             ニッシン    ２９８，６１４円 

             東栄社     ４８５，４９２円 

             ぱど      ９６７，００６円 

             その他     ６６５，７９３円 

 

     ◆自主生産＝１，４１８，８８１円 （目標 １２９万円） 

         内訳  ウエス     ５３８，９３５円 

             アルミ缶     ６４，０６８円 

             かわら版     ５０，６１０円 

             お茶等     ７６５，２６８円 

 

 （３）【地域生活支援】 

ア 日常生活技能に関する生活講座 

 ☆計画通り以下の日程で年４回実施した。方法としてロールプレイやコメディタ

ッチに脚色し、利用者に理解しやすいように努めた。 

４／１４ 社会的自立（導入も含めて） 

 ７／１４ 身辺的自立 

１２／０８ 経済的自立 

 ２／０９ 精神的自立 

 

   イ 地域生活に関する情報提供や必要に応じて関係機関と調整して見学会等。 

    ☆余暇支援に関する情報の提供及び機関紙を配布した。 

 

   ウ 地域生活体験・立石寮等を利用して短期訓練・レスパイトの実施 

    ☆１１名（男性４人 女性７名）の利用者がレスパイトで立石寮や通勤寮・グル

ープホームを利用した。 

 

   エ 事業計画にはなかったが、地域への貢献のため、月に１回福祉館周辺のバス停

を中心に地域清掃をおこなった。計１０回実施。 

 

 （４）【行事】 

   大勢での外出だったが、事故等無く計画通り実施し、利用者も楽しんでいた。 

５月２６日（金）バスハイク 

        ポテロンの森 

利用者３４名・職員９名 

ボランティア２名 

７月２８日（金）音楽劇鑑賞 利用者３１名・職員１０名 



        東京芸術劇場 ボランティア３名 

３月１６日（金）映画鑑賞 

        亀有アリオ 

利用者３０名・職員１３名 

 

 

 

 ３ クラブ活動 

  クラブを行うにあたり、シネマクラブ、ボーリングクラブ、カラオケクラブの中から 

利用者に希望アンケートをとった。第一希望通りにシネマクラブ１０名、ボーリングク 

ラブ１３名、カラオケクラブ２３名でスタートした。３月を除き１１回行った。途中１ 

０月に職員担当の入れ替えを行ったが、事故もなく行えた。利用者も毎月のクラブを楽 

しみにして参加した。来年度は祭日等を利用した余暇支援を行っていく。 

 

 

４ 販売活動 

・ おくどやももちゃんでのパンの店頭販売を行った。 

・ 毎週水曜日のおくどやももちゃんに６月から金曜日の販売を徐々に加え、９月から

正式に毎週２回の販売を実現した。 

・ 今年度から参加した月１回（第１火曜日）のミモザでのパン販売は、大好評だった。

来年度も継続する。 

・ パンの大型機械を導入し、おくどやももちゃんを１月２４日からリニューアルオー

プンした。販売方法を見直し、これまでの注文販売を打ち切りとした。 

・ ２月２日からＳＢＢ（グループホーム向けの土曜のランチバック）を始めた。 

・ お茶とももちゃんコーヒーの販売を行った。 

・ 事業計画になかったが、３月１９日より毎週月～木曜日にパン工房ももちゃん立石

店をオープンした。 

・ 各種販売会の参加  

４／ ２ さくらまつり（委託販売） 

６／３０ 区役所販売会 

７／２３ 白鳥福祉館 第９回お茶亀まつり 

９／１０ 西水元福祉館 すまいるフェスタ 

９／１７ 北地区センター祭り 

１０／ ９ かつしかスポーツフェスティバル 

１０／２８ 葛飾区産業フェアー 

１１／１１ 普連土学園祭（委託販売） 

１１／１７ 南地区センター文化祭 



  

 

 

 

 

 

 

 ５ 就労援助 

  Ｈ・Ｒさんはマクドナルド新小岩店で短時間就労を継続している。１１月に店長が 

替わり、１月に就労中よく支援してくれたパートの方が退職することがあった。新しい

店長に代わった頃から小さな火傷をすることが多くなり、２月５日に左腕前腕部内側に

火傷し労災扱いになった。新しい店長に連絡をし、本人や福祉館についての理解をして

もらった。 

一般就労を希望しているＴ・Ｏさんは、８～１０月に自転車リサイクル工房にて実習 

を行った。１１月にはウェルズ新木場にて実習をし、一般就労に繋がるよう１２月より花

王ピオニーで実習を行ったがトライアル雇用までに至らなかった。３月にもＶＳＮの実習

を行ったが雇用には至らなかった。 

 

 

 ６ 葛飾区就労支援事業（葛飾区補助事業） 

  葛飾区障害者就労支援センター、原町就労支援センターと連携し、福祉館利用者の一

般就労の機会拡大を図った。 

  そのため日々の授産活動、自転車リサイクル工房・区役所実習・カフェ CHA!CHA!CHA!    

等の中間的就労の場の活用や企業実習の取り組み、就労情報の提供・企業見学会等を行

った。 

 短期就労支援については、該当者が居なかった為、実施しなかった。 

＜中間的就労＞ 

実習社名 実習場所 期 間 

Ｔ．Ｋさん 区役所 ６／１２～１６ 

Ｙ．Ｍさん 区役所 ６／２６～２８ 

Ｈ．Ｍさん カフェ cha cha cha  ６／ ５～ ８ 

 ６／１２～１５ 

Ｓ．Ｍさん カフェ cha cha cha  ７／ ３～ ６ 

 ７／１０～１３ 

Ｙ．Ｈさん カフェ cha cha cha  ７／３１～ ８／ ３ 

 ８／ ７～１０ 

１２／ ３ ウェルピアまつり 

青戸福祉保育園バザー 

１２／１５ 区役所販売会 

１／２８ 水元そよかぜ園バザー 

３／ ３ パルフェスタ 



Ｕ．Ｙさん カフェ cha cha cha  ８／２８～３１ 

 ９／ ４～ ７ 

Ｈ．Ｊさん カフェ cha cha cha １２／ ４～ ７ 

１２／１１～１４ 

Ｔ．Ｏさん リサイクル工房  ８/８~１１・８/２１~２４・９/１１~１５・ 

 ９/１９~２１・１０/１０~１３ 

１０/１６~１９ 

Ｙ．Ｈさん リサイクル工房 １２／５~８・１２/１１~１４・１/９~１２ 

 １/１５~１８・２/５~９・２/１３~１６ 

 

＜体験セミナー＞ 

利用者名 企業見学場所 

Ｙ．Ｍさん 

Ｔ．Ｋさん 

立石まどか、ウェルピアかつしか 

Ｓ．Ｍさん ミマスクリーンケア、辻プレス、自転車リサイクル工房 

 

 

７ 保険 

 今年度は、発作の周期がくるってしまった人や、内服薬が増えたことで精神的に不安

定になってしまった人、水疱瘡やインフルエンザを発症する人などが出たため、健康状

態については連絡帳だけでなく、家族の方と直接連絡をとおして正確に把握するように

した。また、突発的に発生したものについてはその場で判断し、受診が必要な場合は同

行した。 

 

（１） 健康管理 

① 身体測定 

毎月２５日実施し、保護者へお知らせしました。また、高齢者や降圧剤服用者

については血圧測定を行い把握するようにした。 

 

② 定期健康診断（９月１５日） 

   ４４名が全員が健診を受けた。但し、項目によっては拒否が強かったり、ベ

ッドに寝ることができなかったりし検査を受けることができない利用者もいた。 

  健診の結果については、嘱託医に相談し早急に受診が必要な利用者には家族へ

連絡をした。腫瘍マーカー（血液検査）については、７名の申し込みがあり検

査を行なった。（腫瘍マーカー検査は実費）その中で３名の方については、子宮、

卵巣ガンの再検査が必要との結果だったが、再検査の結果異常なしだった。 



 

③ 歯科検診（６月１５日、１月２３日）、歯磨き指導（７月２７日、３月２０日） 

   検診、歯磨き指導ともに予定通り実施できた。検診では詰めている金属がと

れたままになっている方や歯石が付着している利用者が多く診られた。 

  歯磨き指導では、虫歯になるまでの過程をＤＶＤで見たり、炭酸飲料水（コー

ラ）を飲み歯を磨かなかった場合、歯が柔らかくなり簡単に削れてしまうとい

うのを実物の歯を見て貰いながら、歯磨きの大切さを説明して貰った。 

 

（２） 嘱託医との連携 

   毎月１回内科相談日として、日常生活上の注意点など相談した。また、利用者の

健診後は結果を見てもらい通院の判断や日常生活上の注意点など相談した。 

 

（３） 衛生管理 

１２月にはノロウィルスが各地域で発生していることもあって、授産グループの 

利用者やパン製造従事者には手洗いをしっかりするように促し、家族に対しても家

族連絡会の中で熱湯消毒、生の貝類は食べない、また嘔吐したときの対処の仕方な

ど説明した。 

細菌検査については、利用者、職員は年１回実施し、パン従事者については年４ 

回実施し全員が陰性だった。  

 

 

（４） 職員の健康管理 

１０月に社会保険健診センターで実施した。 

 

（５） 月別利用数 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10

月 

11

月 

12

月 

1 月 2 月 3 月 

利用

数 

２ ６ ９ ６ １０ ９ ４ ６ ６ ７ ８ ２ 

 

 

８ 給食 

（１） 給食委員会 

  給食委員が出席。献立会議前日に１ヶ月の検食状況及び喫食状況、献立に対する要

望を出し合い献立会議の参考資料とした。 

 



（２） 献立会議 

  毎月１回開催。各福祉館館長、栄養士、アイビス株式会社管理栄養士、他２名が出

席。検食状況、喫食状況の報告、残食調査状況の報告、翌月の献立内容、栄養管理に

ついて、その他給食に関する事項の確認や意見調整を行なった。 

 

 

 ９ 全館行事 

 

行事名 開催日 参加者・内容等 

合同運動会 ６月１０日（土） 利用者３６名、職員１７名、ボランティア５名、 

家族２９名 

やまもも祭 １０月１日（日） 活動紹介・体験、模擬店、ゲーム、コンサート他 

◇ 来場者約４５０名、ボランティア４５名 

◇ 人が途切れず盛況であった。 

宿泊旅行 １１月２１日（火） 

  ～２２日（水） 

四万温泉ゆったり温泉三昧の旅～そば打ち体験～ 

利用者３９名、職員１７名、ボランティア８名 

原町忘年会 １２月２４日（日） 参加者：利用者２７名、職員１７名、家族１６名 

ゲーム大会 １２月２７日（水） 利用者自治会主催行事 

◇計画から実施まで利用者が行なった。大変だった

が楽しかったという声が大半だった。 

成人を祝う

会・新年会 

１月１９日（金） 式典（新成人１名）、会食 

利用者４２名、職員１６名、家族３４名、来賓２名 

◇式典、会食、スタンツなど利用者、家族とも楽し

い会であった。 

 

 

 １０ 地域交流 

（１） 南奥戸小学校との交流 

① 南奥戸小学校（４年生）に招かれ交流コンサートとレクリエーションに参加 

１０月３日・４日・６日実施 

② 南奥戸小学校（４年生）を招き、館内見学と作業体験の実施（空き缶潰し） 

１０月１６日（３４名） １７日（３２名） 

 

（２） 普連土学園一日体験実習 

① 高校１年生 ６月１６日（金） ５名 

② 中学３年生 ３月 ９日（金） ３名 ※教員１名同行 



 

  

１１ 家族との連携 

（１） 面談と家庭訪問は必要に応じ随時行なった。 

・ 家庭訪問 延べ １０回 

・ 個別面談 延べ ５２回（個別支援計画面談含む） 

 

（２） 家族連絡会 

開催日 ４／１２ ６／１４ ８／９ 10／１１ 12／１３ ２／１４ ３／１４ 

出席者数 ２６名 ２３名 ２８名 １８名 ２４名 １９名 ２２名 

 

 

（３） 障害者自立支援法関係 

  ①新受給者証説明会    １１月 ８日（水）参加者２７名 

  ②利用者負担減免説明会   １月２９日（月）参加者２８名 

 

（４） その他 

  ①早瀬前館長お別れ会   １０月１９日（木）参加者２２名 

 

 

１２ 広報活動 

  今年度やまもも通信は、年４回発行した。紙面においては、写真やイラストを取り入

れ読みやすさを考えながら作成できた。毎回、おくどやももちゃん・新作パンの紹介を

宣伝することができた。昨年度同様、館での活動を記事にすることが中心で寄稿文が多

く、福祉の情報など掲載することができなかった。 

 

 

１３ その他 

（１） 教員免許法の特例による社会福祉施設における介護体験事業 

受入数 ２７名 

（２） 職場体験の受け入れ 

葛飾区奥戸中学校  １名 

葛飾区新小岩中学校 ２名 



Ⅲ 運営管理 

 

 １ 職員研修 

  （１）外部研修・講習会等参加実績 

 

研修・講習会・会議名 開催日・場所 

東社協知的障害部会事務スタッフ研修会 ４／２６ 新宿区 

東社協総会  ５／２６ 新宿区 

就労支援研修  ６／ ２ 新宿区 

知的障害者の福祉サービスの確保を求める集会  ６／ ６ 千代田区 

食品衛生実務講習会  ６／ ８ 葛飾区 

防火管理講習  ６／１３～１４ 

台東区 

全国施設長研修  ６／１９～２０ 

 横浜市 

ＳＥＬＰ協全国研究大会  ６／２８～３０ 

 千葉県 

日本自閉症全国大会  ７／２２～２３ 

 岐阜県 

てんかん基礎講座  ７／２４～２５ 

 葛飾区 

てんかん援助セミナー  ７／３１～８／１ 

 中野区 

新人研修  ８／ １～２ 

 千代田区 

知的障害者福祉協会全国大会  ９／ ６～８ 

 秋田県 

東社協知的障害者通所施設分科会  ９／２５ 千代田区 

サービス管理責任者研修 １２／ ４～７ 

 文京区 

障害者自立支援法説明会  １／１２ 文京区 

東社協総会  １／２４ 千代田区 

介護体験説明会  ２／ １ 千代田区 

サービス推進費説明会  ２／ １ 新宿区 

社会福祉法人減免補助金説明会  ２／ ８ 新宿区 



会計処理に関する研修  ２／１８～１９ 

千代田区 

人権・同和問題研修  ２／２２ 葛飾区 

給食施設管理技術者講習会  ２／２６ 葛飾区 

経営研究会研修会  ３／１３ 千代田区 

 

 

（２）内部研修 

開催日 テーマ 講師 参加者 

９月８日 人権について 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

社会福祉専攻科 

Ｐ＆Ａ研究会かながわ代表 

市川 和彦 

全職員 

１月１０日 「重度重複障害者の地

域生活支援の実践から」 

「アセスメント・個人支

援計画の実際」 

知的障害者通所授産施設 

ふみだす 施設長 

大垣 勲男 

全職員 

３月５日 職業カウンセラー作業

評価研修 

東京都障害者職業センター 

障害者職業カウンセラー 

井上 量 

全職員 

 
 
 
 ２ 防災安全管理 

（１）防災安全管理訓練時は本田消防署へ自衛消防訓練通知書を届け出のうえ実施した。 

実施日 種別 訓練内容 

 ８月 ２日 防災訓練 火災発生による避難、及び消火訓練 

１０月３１日 防災訓練 火災発生による避難、及び消火訓練（消防署参加） 

 ２月 １日 防災訓練 震災ビデオ上映、避難時の注意点確認（利用者・職員） 

 ３月１２日 防災訓練 震災発生による避難訓練 

 

（２）９月１日、地域防災訓練に参加。 

（３）防災管理者資格取得者１名。 

（４）葛飾区地域防災無線の定期通信訓練を行った。（毎月第３水曜日） 

（５）火気施錠点検を確実に実施した。 

 



 ３ 苦情解決事業 

  特に苦情の申し出はなかった。 

 

 

 ４ 第三者評価 

  実施しなかった。平成１９年度に実施の予定。 


